
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

●ふれあいの集いでは地域の方を指導者に迎え、子ども、保護者、地

域が一体となって日本の伝統文化を学び、体験を行う異世代交流事

業。毎年、学校公開日に全学年、全クラスで実施。 

●地区コミュニティーと協力し、地域の方々１１８人に昔の遊び、お

手玉作り、縄ないなどの伝統的な技術などの体験活動を行う。 

 
 

●地域の方１１８名を指導者に招聘し、様々な体験を教えてもらう

ことで、子ども、保護者、地域が一体となって体験活動ができ、伝

統文化への理解と世代を超えた交流ができた。 

●地域の人材を活用することにより、学校、保護者、地域の交流の場

の設定をすることができ、地域との絆を深めることができた。 

●たくさんの昔遊びがあって、難しいものもあったけれど、先生に教

えてもらってできるようになってうれしかった。（３年生） 

●じゅず玉を使ってお手玉を作れることを初めて知った。布を縫い合

わせるのは少し難しかったけれど、地域の方やお母さんと一緒に作

ったので、上手にできた。（５年生） 

異世代交流事業 

ふれあいの集い 

 

全学年 
 「荻島小は地域が教室です」
 

 

１年生 こままわし 

２年生 カルタ大会 ３年生 昔遊び 

４年生 紙鉄砲作り 

５年生 お手玉作り ６年生 縄ない 


